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2
詰

1
9
9
9
年
の
総
会
に

一
度
ご
出
席
な
さ
れ
、
そ
の
後
体
調
を

弱
め
ら
れ
ご
静
養
さ
れ
て
ま
し
た
。
山
東
医
院
の
故
周
三
院
長

の
ご
長
女
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

六
回
生

中
田
(
飯
島
)
信
子
様
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・
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E

'
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M
H
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脳
梗
塞

1
9
9
5
年
第
2
回
東
京
同
窓
会
か
ら
、
千
里
山
会
に
な
っ
て

2
0
0
4
年
第
8
回
の
総
会
ま
で
連
続
1
0
回
ご
出
席
に
な
ら

れ
、
そ
の
聞
に
会
誌
に
短
歌
の
ご
寄
稿
・
ち
ぎ
り
絵
の
ご
出
展
、

ま
た
合
唱
隊
の
創
設
時
か
ら
毎
回
ご
参
加
く
だ
さ
れ
、
全
て
に

積
極
的
な
人
生
を
楽
し
ま
れ
、
本
会
に
多
大
の
ご
貢
献
を
頂
き

ま
し
た
。
飯
島
元
代
表
の
ご
令
姉
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

謹
ん
で
お
二
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

老
若
笑
顔
の
街

千
里
山
情
報

跨
線
橋
が
据
付
ら
れ
ま
し
た

M
号
で
紹
介
さ
れ
た
千
里
山
駅
周
辺
整
備
計
画
の

一
環
と
し

て
、
上
の
噴
水
か
ら
の
坂
道
を
直
進
し
て
阪
急
千
里
績
を
跨
ぎ

団
地
側
へ
、
拡
張
さ
れ
る
佐
井
寺
方
面
へ
の
道
路
に
繋
が
り
ま

す
。
団
地
側
は
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
、
空
き
地
に
な
っ
て
お
り

工
事
は
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で
す
。
交
通
広
場
を
含
む
全
て
が
完

成
す
る
の
は
平
成
羽
年
の
予
定
で
す
。

千
里
山
駅
か
ら
南
千
里
方
向
を
望
む

F
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築
き
た
い

日
本
初
の
大
規
僕
ニ
ュ
1
タ
ウ
ン
と
し
て
、
大
阪
府
の
吹
田
、

中
両
市
に
ま
た
が
っ
て
高
度
成
畏
期
に
開
発
さ
れ
た
千
里
ニ
ュ

l
タ

ウ
ン
が
今
年
、
街
開
き
か
ら
切
年
を
迎
え
る
。
団
地
の
老
朽
化
と
住

民
の
高
齢
化
が
目
立
っ
て
い
た
が
、
建
て
笛
え
に
伴
い
、
子
育
て
世

代
も
徐
々
に
戻
り
始
め
た
。
再
生
の
兆
し
が
見
え
る
街
で
世
代
を
超

え
た
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
住
民
my績
繋
が
始
ま
っ
た
。

ニュ
l
タ
ウ
ン
内
の
カ
フ
ェ
「
さ
た
け
ん
家
」
.
唐
番
は
日
笛
わ
り
(
大
阪
府
吹

田
市
)
H
g呉
上
。
奇
年
、
街
開
き
か
ら
初
年
を
迎
え
る
{
慮
中
市
)
H問
下
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日
本
初
の
大
規
模
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
で
あ
る
大
阪
府
北
部
の
千
里
ニ
ュ

1
タ
ウ
ン
(
吹

田
市
、
豊
中
市
)
が
今
秋
、
街
開
き
か
ら
印
年
を
迎
え
る
。
一
時
は
「
オ
ー
ル
ド
タ
ウ

ン
」
と
も
皮
肉
ら
れ
た
が
、
建
て
笛
え
が
進
展
。
人
口
減
に
舗
止
め
が
か
か
り
、
住
民

に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
も
昨
年
初
め
て
俺
下
し
た
。
大
阪
市
中
心
蔀
ま
で
初
分
留
内

と
い
う
立
地
の
良
さ
に
加
え
、
住
民
自
身
が
積
極
的
に
建
て
嘗
え
に
関
与
し
て
き
た
こ

と
で
、
改
め
て
「
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
」
へ
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

活銅

ニ
ュ
l
タ
ウ
ン
を
南
北
に

走
る
阪
急
電
鉄
千
里
線
の
南

千
皇
駅
(
吹
田
市
)
近
く
に

4
月、

9
棟
の
中
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
が
完
成
す
る
。

1
9

6
9年
に
建
敵
さ
れ
た
分
胞

団
地
「
干
里
桃
山
台
第
二
団

地
住
宅
」
を
措
置
て
醤
え
た
。

約
8
0
0声
へ
の
建
て
嘗
え

は
西
日
本
最
大
だ
。

一
部
で
は
入
居
が
始
ま
っ

た
。
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
圃
も

憎
唱
え
、
久
々
に
子
ど
も
た
ち

の
声
が
・
く
。
計
画
が
浮
上

し
て
初
年
。
建
省
え
組
合
実

行
寮
員
会
の
北
嵐
至
宏
蚤
員

長
は
「
よ
く
こ
こ
ま
で
来
た
」

と
感
慨
深
げ
だ
。

か
つ
て
の
第
二
団
地
住
宅

に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い

住
宅
械
が
並
ん
で
い
た
。
建

て
笛
え
話
が
持
ち
上
が
っ
た

が
、
反
対
す
る
住
民
が
あ
っ

て
裁
判
に
発
展
。
録
高
裁
ま

で
争
っ
て
勝
訴
し
た
。

判
決
後
も
一
筋
縄
で
は
い

か
な
か
っ
た
。
当
初
、
単
独

で
建
て
替
え
る
予
定
だ
っ
た

業Ji-移調ι豆

千旦建て替えに住民の力

ど
も
の
祭
は
消
え
、
小
規
模
賃
貸
団
地
の
再
生
も
泡
む
。

率

%
3寸じ
v
hー
。

!

i

-

比

1

1

1

1

川
|
|
空
な
商
庖
が
集
ま
る
「
近
隣
セ
大
阪
産
宅
供
給
ハ
ム
社
は
ロ

糟

一

斗

陶

器

町

出

1

E

ン
タ
l
」

は

叙

宅

団

地

3
6
0
0声
量
て
替

剛

一

ご

m噌
t

配
一
早
く
か
-
這
て
嘗
え
を
求
え
を

3
1
4年
度
に
主

比

一

二

一

翠

ぷ
蜘
一
め
る
声
は
あ
っ
た
が
、
重
了
す
る
計
画
。
患
を
高
層

E

J

-
/

一

E
刷
出
品
問
一
合
憲
蓄
い
ハ
ー
ド
ル
霊
化
し
て
余
っ
た
+
砲
を
民
間

人

戸

一

/

ー

一
口
一
知
柑
起
。
湖
沼
一

の

旦

一

/
白

囚

即

「

咽

附

一

っ

ち

住

民

の

524以
が
購
入
し
て
分
館
。
売
却
収

ン

一則一

/
「

|

|

抑

制

定

鵡

猷

一
上
の
震
で
建
て
曾
え
は
可
入
起
て
笛
え
習
を
上
回

ウ

一清一

メ
ー
ー
ー
」
川
山
内

U
m」
イ
何
，
一

タ

一蜘一

/

阿

川

間

L
U
則

一
能
だ
が
、
一
反
対
住
民
と
の
あ
る
。

一M
一

/

h
州
出
羽
詰
一
つ
れ
き
を
恐
れ
、
な
か
な
か
新
た
な
住
民
も
憎
唱
え

u

-3
一
蹴
一

J

加
蹴
時

lw一

望

芸

か

っ

ち

年

の

人

口

は

3
年
ぶ
り
に
9

0
9年
に
禁
娠
に
陥
っ
一
生

園

，

L
h盟
国
問
ハ

U
一
そ
れ
で
も
立
地
重
量
万
全
回
復
。
話
以
上
の

た
。
北
経
さ
ん
は
「
こ
の
頃
序
い
い
|
|
川
川
同
門
|
|
し
さ
に
着
目
し
た
開
護
者
の
高
齢
者
比
率
お
%
と
ゆ
年

が
一
番
苦
し
か
っ
た
」
と
援

1
6
o
mの
丘
陵
地
を
大
阪
ル
に
も
な
っ
た
。
相
加
と
北
田
輔
さ
ん
ら
住
民
の
に
比
べ

0
・2
W下
が
っ
た
。

り
返
る
。
住
民
は
結
束
し
て
府
が
中
心
に
な
っ
て
開
発
し
し
か
し
、
初
期
の
住
民
の
熱
憲
が
建
て
被
え
を
後
押
し
鐙
申
市
の
東
丘
小
拳
校
は
こ

他
社
と
の
共
同
事
業
を
慢
だ
。
住
戸
数
は
約
4
万
声
。
手
ど
も
た
ち
な
ど
が
独
立
し
し
た
。

ω年
に
初
め
て
実
現
の
ゆ
年
で
児
書
数
が
2
・
5

案
。
京
阪
電
気
鉄
道
な
ど
の
人
口
は
布
年
の
ピ
l
ク
に
は
で
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
新
し
て
以
降
、
現
在
で
は
岳
葎
倍
泡
く
に
な
っ
て
い
る
。

移
加
を
引
き
出
し
た
。
約
ゆ
万
人
に
遣
し
、
全
国
の
た
な
住
民
が
な
か
な
か
入
っ
の
6
側
近
く
の
防
団
地
が
建
徐
々
に
若
返
り
へ
進
む
千

千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
は
1

ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
開
発
の
モ
デ
て
こ
な
い
。
遊
び
渇
か
ら
子
て
替
え
を
決
め
て
お
り
、

ω
星
ニ
ュ
1
タ
ウ
ン
。
今
後
は

団
地
主
語
普
か
ら
の
住
民
と
若
い
「
新

ー、
1
去
吸

L
3司
ぬ
叩
レ
と

ζ
悶
ι
L
hリ

し

ち

住

民

」

と

妥

塁

、

新

l

，ノrι
泊。
」
tp
止
幽
阻
，

a

，，u一
世

E
E
i
L
O

分
擁
よ
り
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
聖
ロ
も

声
数
が
多
い
広
が
っ
て
い
き
そ
う
だ
。

国
土
交
通
省
の
2
0
0
6

来
年
に
は
5
階
建
て
の
団
地
用
す
る
の
は
一
部
に
と
ど
ま

』
リ
一年
の
聖
で
は
、
計
画
戸
数

ず

が

u
i
u階
建
て
の
マ
ン
シ
る
。
「
全
国
で
見
れ
ば
多
く

ほ
同
一

が
1
0
0
0戸
以
上
な
ど
一

ト
、

ヨ
ン
に
変
わ
る
。
は
交
通
の
便
な
ど
で
条
件
が

引
市

一定
規
模
の
住
宅
が
集
ま
る
ニ

ー河川

多
摩
や
千
里
な
ど
都
心
に
感
く
、
建
て
替
え
て
も
余
剰

哨
同
一
ュ
l
タ
ウ
ン
は
全
国
で
約
1
淵
足

近
い
好
条
件
の
エ
リ
ア
で
は
分
の
買
い
手
が
つ
か
な
い
」

開
小

一
5
0
0地
区
あ
る
。
こ
の
う

ぱ
列

住
民
の
資
金
面
で
も
建
て
笛
(
国
交
省
住
宅
周
)

引
i
一
ち
1
9
7
5年
ま
で
に
事
業
4
U
L

，v
え
が
し
や
す
い
事
情
が
あ
多
く
の
ニ
ュ
I
タ
ウ
ン
で

叫
臥
一
が
始
ま
っ
た
地
区
が
4
割
を

E
J
る
。
低
層
の
建
物
を
高
層
化
住
民
の
高
齢
化
は
深
刻
。
“

h
H一占
め
、
施
一
般
の
老
朽
化
な
ど

ノ
、

す
る
こ
と
で
床
面
積
が
増
年
に
入
居
が
始
ま
っ
た
明
石

町
れ
と

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

医

ω
加
。
地
権
者
は
余
剰
分
を
売
舞
子
団
地
(
兵
庫
県
明
石
市
、

恥
叫
一

東
京
都
西
部
の
多
摩
ニ
ュ

H
h
却
し
て
得
た
資
金
を
使
う
こ
神
戸
市
)
は
2
0
1
0年
時

叫
山
一
l
タ
ウ
ン
で
は
昨
年
、
入
居

心
1

と
で
建
て
笛
え
の
自
己
負
担
点
の
高
齢
者
比
事
が
お

・
5

4
4
ニ
一開
始
が
厳
も
早
い
分
属
団
地

匁宮市

を
減
ら
せ
る
。
%
。
県
は
地
元
大
学
な
ど
と

の
建
て
省
え
が
始
ま
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
仕
組
み
が
通
協
力
し
て
対
策
を
急
ぐ
。
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